
第１表

整理記号・番号

二次医療圏名 符号

所轄保健所名 符号

市町村名 符号
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ｂを選択した場合、次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。
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都道府県名

無医地区等調査　調査票（令和４年10月末現在）

世帯(７)自動車（船）保有世帯数

フリガナ

(１)無医地区名

(２)メッシュコード

(３)調査対象となる事情
　a　無医地区の定義に該当する

　b　無医地区に準じる定義に該当する

(４)法律適用状況
　過　疎 　山　村 　豪　雪 　特　豪

　離　島 　沖　縄 　奄　美 　適用外

(８)地区内人口等の状況 区分
１　人口（令和４年 日現在）

(５)総世帯数 世帯 世帯

２ ねたきり者数

（再掲）
３ 就労者数

（再掲）総数 ０～14才 15～64才 65～69才

0

0

70才以上

0 0 0 0 0 0 0

(0)

実施回数
Ｈ30年度

受診者延数
Ｈ30年度

Ｒ３年度 Ｒ３年度

２　患者輸送

運行日数 １日当たり往復回数

実施回数が
減った理由

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

無医地区の対象人数の減 巡回診療を行う体制の減

その他（

１　巡回診療

実施主体

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

都道府県 市町村 へき地医療拠点病院

最寄病院 その他（

往復

１日平均利用者数
料金徴収 　a 有    b 無

患者以外の乗合 　a 可　　b 不可

眼科、耳鼻いんこう科の巡回診療
体制の有無

眼科 　　a　有　　　　　　b　無

耳鼻 　　a　有　　　　　　b　無

受診者延数

　３　健康診断
      （高齢者医療
          確保法特定）

実施機関

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

都道府県 市町村 検診団体

その他（

実施回数

実施機関

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

都道府県 市町村

実施回数

４　健康診断
　　（上記３以外）

実施機関

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

都道府県 市町村 検診団体

その他（

実施回数

(９)令和３年度巡回診
療、健康診断等の実施
状況

半径４㎞の地区内の人口が50人未満で、かつ、山、谷、海などで断絶されていて、容易に医療機関を利用することができないため、巡回診療が必要であ
る。

半径４㎞の地区内に医療機関はあるが診療日数が少ないか(概ね３日以下)又は診療時間が短い(概ね４時間以下)ため、巡回診療等が必要である。

半径４㎞の地区内に医療機関はあるが眼科、耳鼻いんこう科などの特定の診療科目がないため、特定診療科についての巡回診療等が必要である。

地区の住民が医療機関まで行くために利用することができる定期交通機関があり、かつ、１日４往復以上あり、また、所要時間が１時間未満であるが、運
行している時間帯が朝夕に集中していて、住民が医療機関を利用することに不便なため、巡回診療等が必要である。

豪雪地帯等において冬期間は定期交通機関が運行されない、又は極端に運行数が少なくなり、住民が不安感を持つため、巡回診療等が必要である。

(６)高齢者世帯数

６　健康相談
実施機関

次により該当するものの番号を全て○で囲むこと。

都道府県 市町村

実施回数 相談者延数

受診者延数

５　健康教育

統計法に基づく国の統計調査です。調査票情報の秘密の保護に万全を期します。

医


